
2026年4月20日

株式会社堀川製作所

温室効果ガス削減目標

温室効果ガス排出量(CO₂換算)

温室効果ガス排出量削減への取り組み状況

事業者自らによる温室効果ガスの直接排出

(化石燃料の燃焼、工業プロセス等)

他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接

排出

Scope1

Scope2

排出区分 区分の定義 2030年目標

温室効果ガス排出量

(Scope1+2)を2022年比で

42％削減します

当社は、持続可能な社会の実現と企業価値向上の両立を目指し、Science Based Targets（中小企業版

SBT）に基づく温室効果ガス削減目標を設定しました。2030年度までに温室効果ガス排出量42％削減

を目標に会社全体で削減に取り組み、企業価値向上と社会貢献を目指して参ります。
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温室効果ガス排出量(2022年比)

Scope1：直接排出量 Scope2：間接排出量 Scope1+2：合計排出量

ｔ-ＣＯ₂

888 42％削減目標22.8％削減

685.5



目標達成に向けての進捗状況

2022年

基準年

2025年7月～

MY箸・MYスプーン持参の呼びかけ開始

2025年6月～

工場屋根に遮熱塗料の塗布開始

2025年1月

中小企業版 SBT認証取得

2025年7月～

工場内除湿器の稼働見直し

2030年

温室効果ガス42％削減

2022年

基準年


